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南平駅
検索・中野あきと

「
枝
野
さ
ん
。
福
井
に
住
ん

で
い
た
ら
共
産
党
の
候
補
に
入

れ
る
ん
で
す
か
」
。
党
首
討

論
の
席
で
の
首
相
の
無
礼
な
問

い
に
、
「
当
然
で
す
」
と
立
憲
民
主
党

の
枝
野
代
表
は
キ
ッ
パ
リ
。
そ
の
福
井

県
で
代
表
は
、
日
本
共
産
党
候
補
の
応

援
に
立
っ
た
。
「
れ
い
わ
」
の
山
本
太

郎
さ
ん
も
神
奈
川
、
京
都
、
大
阪
で
、

共
産
党
候
補
を
熱
烈
応
援
し
た
▼
安
保

法
制
が
強
行
さ
れ
、
国
会
を
と
り
ま
く

大
群
衆
か
ら
「
野
党
は
団
結
」
の
大
合

唱
が
上
が
る
中
、
日
本
共
産
党
が
「
国

民
連
合
政
府
」
を
提
唱
し
て
か
ら
４
年
。

７
月
の
参
院
選
で
は
、
１
人
区
の
全
て

で
野
党
共
闘
が
成
立
し
た
▼
野
党
共
闘

１
人
区
の
当
選
者
数
は
、
前
回
の
11
に

対
し
今
回
は
10
。
横
ば
い
で
は
と
の
指

摘
も
あ
る
。
「
し
か
し
前
回
と
違
い
今

回
は
ほ
と
ん
ど
が
新
人
候
補
。
し
か
も

統
一
地
方
選
な
ど
で
、
統
一
候
補
の
擁

立
は
遅
れ
た
中
で
の
勝
利
で
あ
る
」
と

指
摘
す
る
の
は
政
治
学
者
の
五
十
嵐
仁

さ
ん
。
こ
の
逆
転
勝
利
が
改
憲
勢
力
３

分
の
２
割
れ
に
大
き
く
貢
献
し
た
▼
自

民
党
は
改
選
比
９
議
席
減
。
比
例
得
票

数
も
前
回
比
２
４
０
万
票
減
ら
し
、
参

議
院
で
単
独
過
半
数
を
大
き
く
割
り
込

ん
だ
。
「
政
権
に
黄
色
信
号
…
…
投
票

率
が
上
が
れ
ば
、
与
党
敗
北
の
大
雪
崩

が
起
き
る
と
期
待
し
て
い
た
。
そ
れ
で

も
表
層
雪
崩
は
起
き
た
」
と
五
十
嵐
さ

ん
は
コ
メ
ン
ト
▼
野
党
と
市
民
連
合
が

交
わ
し
た
政
策
協
定
も
、
４
か
ら
13
項

目
へ
と
格
段
に
充
実
し
た
。
次
は
総
選

挙
。
安
倍
政
治
に
代
わ
る
野
党
連
合
政

権
構
想
を
掲
げ
、
今
度
こ
そ
大
雪
崩
を
。

短信

お
か
げ
さ
ま
で
２
０
０
号

お
届
け
し
て
い
る
中
野
あ
き
と
事
務
所
ニ
ュ
ー

ス
「
み
ど
り
と
清
流
」
は
、
本
号
で
２
０
０

号
と
な
り
ま
し
た
。
初
刊
は
２
０
０
１
年
10

月
。
北
野
街
道
沿
い
に
事
務
所
を
開
設
し
た

こ
と
に
伴
い
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
読
み
頂
い

て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
例
年
８
月
は
休
刊
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
７
月
を
休
刊
と
し
ま
し
た
。（

編
集
部
）

原
水
爆
禁
止

２
０
１
９
年
国
民
平
和
大
行
進

75
人
が
参
加
し
力
強
く
行
進

大
坪
・
日
野
市
長
か
ら
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
野
市
内
の
「
２
０
１
９
年
国
民
平
和
大
行

進
」
が
７
月
19
日
夕
方
行
わ
れ
、
５
人
の
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
代
表
を
先
頭
に
75
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
、
大
坪
冬
彦
・
日
野
市
長
か
ら
の
激
励

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
寄
せ
ら
れ
、
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

多
摩
平
第
一
公
園

で
の
出
発
集
会
の
後
、

参
加
者
は
イ
オ
ン
前

か
ら
多
摩
平
団
地
内

を
通
り
、
日
野
市
役

所
前
ま
で
「
核
兵
器

廃
絶
」
を
め
ざ
す
コ
ー

ル
を
し
な
が
ら
力
強

く
行
進
し
ま
し
た
。

東
豊
田
地
域
の
、
黒
川
清
流
公
園
内
の
湧
水
が
白
濁
・
枯
渇
す

る
と
い
う
重
大
事
態
が
発
生
し
て
１
年
。
こ
の
間
、
影
響
が
疑
わ

れ
て
い
る
段
丘
上
部
の
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
工
事
は
中
断
し
、

市
は
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
て
、
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
の

検
討
を
進
め
、
５
月
に
は
第
三
者
委
員
会
の
報
告
書
が
発
表
さ
れ
、

６
月
に
は
日
野
市
と
し
て
の
対
策
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
あ
き
と
議
員
は
６
月

議
会
の
一
般
質
問
で
、
第
三

者
委
員
会
の
報
告
書
に
つ
い

て
、
原
因
究
明
も
再
発
防
止

策
も
、
開
発
事
業
者
自
身
に

よ
る
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。ま

た
、
委
員
会
の
中
で
地

下
水
の
流
動
阻
害
の
専
門
家

か
ら
「
黒
川
清
流
公
園
の
湧

水
群
を
守
る
た
め
に
は
、
杭

打
ち
を
す
る
よ
う
な
構
造
物

を
建
設
す
べ
き
で
は
な
く
、

直
接
基
礎
で
施
工
で
き
る
高

さ
の
構
造
物
に
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
な
が
ら
、
原
因
究
明
に

向
け
た
慎
重
な
検
討
が
必
要

だ
と
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
17
日
、
日
本

共
産
党
市
議
団
は
市
長
に
対

し①
一
連
の
事
実
経
過
と
今
後

の
対
応
方
針
に
つ
い
て
、
日

野
市
に
よ
る
住
民
説
明
会
を

開
催
す
る
こ
と
の
必
要
性
。.

②
当
事
者
で
あ
る
事
業
者
で

は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
必
要
性
。

な
ど
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

現
在
、
杭
打
ち
工
事
は
中

断
さ
れ
た
ま
ま
で
、
市
は
、

最
低
11
月
ま
で
は
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
行
わ
せ
、
そ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
判
断

し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

質
問
に
対
す
る
市
長
の
答
弁

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
て
実
施

し
、
現
在
、
測
定
し
て
い
る
濁
度
よ

り
も
濁
り
が
大
き
い
場
合
に
は
、
い
っ

た
ん
く
い
打
ち
工
事
を
中
断
さ
せ
ま

す
。
濁
り
が
継
続
し
て
続
く
場
合
は
、

く
い
工
事
の
影
響
等
に
つ
い
て
検
証

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
（
第
三
者
委

員
会
の
）
委
員
の
一
人
か
ら
出
た
よ

う
に
、
施
工
階
の
、
例
え
ば
高
さ
を

ど
う
す
る
と
い
う
議
論
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
、
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
対
応
に
よ
っ
て
、
疑
わ

し
い
こ
と
は
や
ら
な
い
、
や
ら
せ
な

い
と
い
う
対
応
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

≪黒川清流公園≫湧水白濁・枯渇から1年

徹底したモニタリング調査を
中野あきと

6月議会

一般質問



《次回無料法律相談 》

日野市役所６階共産党控室 午後１時～３時

９月１２日（木）お申し込みは下記へ。

清水とし子事務所 ☎042-582-1042

日刊●月3497円 日曜版●月930円

◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

＜写真で見る南平と平山の今昔 ④＞

平山橋は大正２年に造られた木造橋が最初

大正２年（1913年）に平山橋は木造の橋として架けられまし

た（写真左）。轍（わだち）の跡がありますが、農家の人たちが

八王子市の明神町あたりまで下肥をもらいに牛車や馬車でよく通っ

たそうです。コンクリート橋になったのは、昭和11年（1936

年）でした。

現在の橋（写真右）は昭和56年（1981年）に架け替えられ

た橋です。その後、欄干の改修が平成６年（1994年）に行われ、

現在に至っています。「平山通り」は「一番橋通り」と並んで、

平山橋で浅川をまたぐ日野市を南北に結ぶ大幹線道路の１つです。

【2019年参議院議員選挙】

東京選挙区の日野市での得票

当 丸川 珠代 （自民） 16576

当 吉良よし子 （共産） 11741

当 塩村あやか （立憲） 11152

当 山口なつお （公明） 10259

山岸一生 （立憲） 7637

当 たけみ敬三 （自民） 6980

当 おときた駿 （維新 6577

野原よしまさ （れいわ） 2619

水野もとこ （国・民） 2359

大橋まさのぶ （N・国） 1982

【2019年参議院議員選挙】

比例代表選挙の日野市での得票

自由民主党・・・・・・ 26674

立憲民主党・・・・・・ 16229

日本共産党・・・・・・ 10242

公明党・・・・・・・・ 8159

日本維新の会・・・・・ 6637

れいわ新鮮組・・・・・ 5518

国民民主党・・・・・・ 5007

NHKから国民を守る党・ 1925

社会民主党・・・・・・ 1796

【お知らせ】高齢者の安全運転支援装置/東京都が補助

東京都は急発進を防ぐなど、高齢者の安全運転装置を設置する際の補助を

７月31日より始めました。（該当費用の９割を補助。限度額10万円）

■ 対象及び要件 都内在住の今年中に70才以上となる方で、運転免許証を

有すること。設置しようとする自動車は個人の用に供するもの。

■ 相談・受付 7月31日から各事業者で開始

■ 取り扱い事業者 ●株・イエローハット、●株・オートバックスセブン

●ダイハツ東京販売・株、●トヨタ西東京カローラ、

●トヨタモビリティ東京・株

■ お問合せ 東京都都民安全推進本部 総合推進部

交通安全課

電話：03-5321-1111（内）21-799

FAX：03-5388-1217

６
月
議
会
に
お
い
て
、
河
内
久
男
元
副
市
長
の

地
方
公
務
員
法
違
反
な
ど
に
つ
い
て
、
原
因
究
明

を
求
め
る
全
会
一
致
に
よ
る
決
議
が
行
わ
れ
一
か

月
半
。
こ
の
間
、
日
野
市
に
よ
る
真
相
究
明
へ
向

け
た
取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
で
起
こ
っ
た
重
大
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
新
た
な
弁
護
士

も
加
え
て
第
三
者
委
員
会
を
開
い
て
原
因
究
明
を

す
す
め
て
い
る
こ
と
や
、
河
内
元
副
市
長
を
め
ぐ

る
一
連
の
問
題
の
解
明
と
対
応
策
に
、
公
募
で
弁

護
士
を
確
保
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

日
野
市
は
９
月
議
会
に
中
間
報
告
、
12
議
会
に

最
終
報
告
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
政
を
ゆ

が
め
て
き
た
大
問
題
と
し
て
全
面
的
に
真
相
と
そ

の
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
根
本
的
に
刷
新
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

中
野
あ
き
と

難聴と補聴器への支援を

６５歳以上の２人に１人が難聴といわれ

ています。難聴になれば、家でも外でも、

生活が困難になります。日本共産党は都議

会で、専門家のサポートを受けやすくする

ことや補聴器購入に関する支援の充実を提

案しています。

日本共産党党市議団としても、今後アン

ケートなども実施

しながら、難聴の

方々への早期の支

援や補聴器購入支

援などを市や都に

求めて行きます。

ご意見をお寄せく

ださい。

河
内
久
男
元
副
市
長
を
め
ぐ

る
問
題
（
そ
の
後
）


